
史
料近

代
沖
縄

教
育
史

一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
沖
縄
返
還
後
ま
で
、
石
垣
島
、
与
那
国
島

や
沖
縄
島
に
お
い
て
一
教
員
と
し
て
生
き
た
喜
舎
場
英
勝
（
一
九
〇

七
─
二
〇
〇
一
）。
戦
前
か
ら
戦
後
へ

─
彼
が
生
き
た
時
代
の
教

育
の
現
場
、
そ
の
様
相
を
残
さ
れ
た
豊
富
な
史
料
か
ら
描
き
出
す

は
じ
め
て
の
試
み
─
。

本
史
料
は
職
員
会
、
学
校
行
事
な
ど
の
翻
刻
九
六
点
に
加
え
、
影

印
復
刻
に
よ
る
史
料
を
収
録
（
合
計
一
〇
二
点
）。
編
者
三
名
に
よ
る

論
考
と
「
喜
舎
場
英
勝
史
料
一
覧
（
抄
録
）」「
学
校
沿
革
誌
・
戦

前
期
刊
行
の
学
校
記
念
誌
一
覧
」「
参
考
文
献
一
覧
」「
人
名
・
事

項
索
引
」
を
併
せ
収
録
し
た
本
史
料
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
へ
と
続

く
沖
縄
教
育
史
を
展
望
す
る
、
あ
た
ら
し
い
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。

─ 

喜
舎
場
英
勝
の
生
き
た
世
界

ひ
と
り
の
教
員
の
目

そ
こ
か
ら
ひ
ろ
が
る

　

戦
前
・
戦
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の
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育
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1939年４月から訓導として勤務した古堅尋常高等
小学校（沖縄島）における集合写真（喜舎場紀氏所蔵）。
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■1950年代の喜舎場英勝（喜舎場紀氏所蔵）。

喜
舎
場
英
勝
は
一
九
〇
七
年
、沖
縄
・
石
垣
島
に
生
ま
れ
る
。

一
九
二
八
年
に
沖
縄
県
師
範
学
校
卒
業
後
、
白
良
尋
常
高
等

小
学
校
（
石
垣
島
）
に
訓
導
と
し
て
着
任
。
石
垣
尋
常
高
等
小

学
校
（
石
垣
島
）、
与
那
国
尋
常
高
等
小
学
校
（
与
那
国
島
）、

宇
久
田
尋
常
高
等
小
学
校
、
古
堅
尋
常
高
等
小
学
校
（
と
も
に

沖
縄
島
）
な
ど
の
訓
導
を
経
て
、
一
九
四
六
年
に
依
願
休
職
。

戦
後
は
石
垣
島
の
八
重
山
高
等
学
校
附
属
中
学
校
、
白
保
中

学
校
に
勤
め
一
九
五
六
年
、
教
職
を
退
い
た
の
ち
も
沖
縄
県
教

職
員
共
済
会
常
務
理
事
な
ど
歴
任
。
二
〇
〇
一
年
に
死
去
。

晩
年
は
沖
縄
県
復
帰
に
尽
力
し
、
家
永
教
科
書
裁
判
に
も
か

か
わ
る
。
ま
た
八
重
山
歌
工
工
四
譜
の
継
承
者
で
も
あ
り
、
喜

舎
場
家
に
残
さ
れ
た
琉
球
王
府
以
降
の
地
方
文
書
、「
喜
舎
場

英
勝
家
文
書
」
を
長
年
保
管
し
て
き
た
。
本
史
料
は
そ
れ
と
は

別
に
、
彼
自
身
が
教
員
と
し
て
保
存
し
て
き
た
一
群
の
教
育
資

料
を
も
と
に
し
て
い
る
。

二
〇
二
五
年
一
〇
月
刊
行

不
二
出
版

　
『
琉
球
教
育
』
と
な
ら
び
、
近
代
沖
縄
に
お

け
る
教
育
と
文
化
を
解
き
明
か
す
う
え
で
、

そ
の
質
・
量
と
も
に
圧
倒
的
に
重
要
な
『
沖

縄
教
育
』。
散
逸
は
な
は
だ
し
い
本
史
料
を
、

一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
至
る
ま
で

可
能
な
限
り
蒐
集
、
復
刻
。
沖
縄
近
代
史
を

語
る
う
え
で
必
見
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。

　

沖
縄
戦
終
結
、
そ
し
て
米
軍
に
よ
る
奄
美
、
琉

球
占
領
初
期
に
、
各
群
島
で
発
行
さ
れ
た
教
員
団

体
機
関
誌
を
集
成
。『
教
育
大
島
』『
教
育
と
文
化
』

（
奄
美
大
島
）、『
宮
古
教
育
』『
教
育
時
報
』（
宮
古

島
）、『
新
世
代
』（
八
重
山
）、
そ
し
て
沖
縄
教
育

連
合
会
に
よ
る
『
新
教
育
』
な
ど
、
群
島
ご
と
の

個
性
を
強
く
反
映
し
た
誌
面
か
ら
は
、
占
領
と
い

う
揺
る
が
ぬ
現
実
に
直
面
し
た
、
沖
縄
の
教
員
た

ち
の
現
代
史
が
浮
か
び
あ
が
る
。

　

祖
国
復
帰
運
動
は
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
？　

米
軍
占
領

下
の
奄
美
・
沖
縄
の
青
年
団
が
残
し
た
『
新
青

年
』『
青
年
奄
美
』『
沖
縄
青
年
』『
青
年
隊
だ

よ
り
』『
沖
縄
県
青
年
団
史
：
十
周
年
記
念
』

か
ら
は
、
祖
国
復
帰
を
願
う
青
年
た
ち
の
ほ
と

ば
し
る
情
熱
が
伝
わ
る
。
復
帰
へ
の
若
者
た
ち

の
心
情
に
加
え
て
、
当
時
の
政
治
、
経
済
、
文

化
を
理
解
す
る
た
め
の
必
見
資
料
群
。

米
軍
占
領
下
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
青
年
団
の
５
つ
の
機
関
誌
・
紙
を
集
成
‼

　
　
　
祖
国
復
帰
運
動
や
移
動
・
移
民
の
実
態
な
ど
、
青
年
た
ち
の
足
跡
を
一
望
す
る

編
集
復
刻
版

編
集
復
刻
版『

沖
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青
年
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創
刊
号
（
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八
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）
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隊
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九
六
〇
年
二
月
）
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青
年
奄
美
』
創
刊
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（
一
九
五
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年
一
二
月
）

編
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集
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・
別
冊
１
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本
書
目
次

１
．
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
沖
縄
返
還
後
ま
で
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
、
石
垣
島
、
与
那

国
島
や
沖
縄
島
に
お
い
て
一
教
員
と
し
て
勤
め
あ
げ
た
石
垣
島
出
身
の
教
員
・
喜
舎
場

英
勝
（
一
九
〇
七
─
二
〇
〇
一
）。
そ
の
膨
大
な
学
校
関
係
史
料
を
整
理
・
精
選
、
編
者
に

よ
る
論
考
を
附
す
。

２
．
職
員
会
、
学
校
行
事
な
ど
の
翻
刻
96
点
に
加
え
、『
学
校
経
営
案
』（
黒
島
尋
常
高
等
小
学

校
、
一
九
三
八
年
）、「
県
民
運
動　

標
準
語
並
礼
法
励
行
」（
石
垣
国
民
学
校
、
一
九
四
三
年
）

な
ど
の
影
印
復
刻
に
よ
る
史
料
６
点
、
合
計
１
０
２
点
を
収
録
。

３
．
さ
ら
に
「
喜
舎
場
英
勝
史
料
一
覧
（
抄
録
）
」「
学
校
沿
革
誌
・
戦
前
期
刊
行
の
学
校
記

念
誌
一
覧
」「
参
考
文
献
一
覧
」「
人
名
・
事
項
索
引
」
と
い
っ
た
基
礎
情
報
も
附
す
。

本史料の特色
【
本
文
】

【
影
印
版
復
刻
】

【
翻
刻
】

①萩原真美「1930年代の沖縄県における郷土教育の展①萩原真美「1930年代の沖縄県における郷土教育の展
開：小学校地理科に着目して」（245頁）。開：小学校地理科に着目して」（245頁）。

②本書Ⅲ「喜舎場英勝史料」の「１ 校務関係史料」には②本書Ⅲ「喜舎場英勝史料」の「１ 校務関係史料」には
職員会儀、運動会をはじめとする学校行事、地域懇談職員会儀、運動会をはじめとする学校行事、地域懇談
会など、96点の史料を翻刻で収録。下は「記事19　職会など、96点の史料を翻刻で収録。下は「記事19　職
員会議（1937年１月28日）」「記事20　職員会記録（1937員会議（1937年１月28日）」「記事20　職員会記録（1937
年２月23日）」など（78頁）。年２月23日）」など（78頁）。

③上は『第16区国民学校研究会案内』（登野城国民学校、③上は『第16区国民学校研究会案内』（登野城国民学校、
1942年10月）の冒頭頁。これら６点の史料は影印版に1942年10月）の冒頭頁。これら６点の史料は影印版に
て収録した。て収録した。

…
…
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
教
育
史
に
か
か
わ
る
研

…
…
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
教
育
史
に
か
か
わ
る
研

究
は
…
…
沖
縄
出
身
教
員
の
「
荒
れ
」
の
一
端

究
は
…
…
沖
縄
出
身
教
員
の
「
荒
れ
」
の
一
端

で
あ
れ
、
そ
の
心
根
を
深
く
分
析
す
る
こ
と
に

で
あ
れ
、
そ
の
心
根
を
深
く
分
析
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
応
答
は
、

成
功
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
応
答
は
、

み
ず
か
ら
を
ふ
く
め
懐
疑
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

み
ず
か
ら
を
ふ
く
め
懐
疑
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

主
要
課
題
と
目
さ
れ
て
き
た
、
教
育
制
度
・
政

主
要
課
題
と
目
さ
れ
て
き
た
、
教
育
制
度
・
政

策
史
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
視
点
が
お
よ
ぶ
こ
と

策
史
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
視
点
が
お
よ
ぶ
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
…
い
っ

は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
…
い
っ

た
い
、
比
嘉
が
体
感
し
た
「
荒
れ
」
は
い
か
に

た
い
、
比
嘉
が
体
感
し
た
「
荒
れ
」
は
い
か
に

し
て
醸
成
さ
れ
た
の
か
、
史
料
的
根
拠
を
と
も

し
て
醸
成
さ
れ
た
の
か
、
史
料
的
根
拠
を
と
も

な
い
つ
つ
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
記
述
で
き
る

な
い
つ
つ
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
記
述
で
き
る

の
か
。
近
代
沖
縄
に
お
け
る
学
校
と
教
育
に
つ

の
か
。
近
代
沖
縄
に
お
け
る
学
校
と
教
育
に
つ

い
て
の
あ
ら
た
な
歴
史
像
を
描
き
出
す
こ
と
で
、

い
て
の
あ
ら
た
な
歴
史
像
を
描
き
出
す
こ
と
で
、

本
書
は
こ
の
課
題
に
向
き
あ
う
。

本
書
は
こ
の
課
題
に
向
き
あ
う
。

　　
―
―
―
―  （
本
書
「
は
じ
め
に
」）

（
本
書
「
は
じ
め
に
」）

＊
引
用
は
比
嘉
春
潮
「
年
月
と
と
も
に
」（『
比
嘉
春
潮

＊
引
用
は
比
嘉
春
潮
「
年
月
と
と
も
に
」（『
比
嘉
春
潮

全
集
』
第
四
巻
（
評
伝
・
自
伝
篇
）、
沖
縄
タ
イ
ム

全
集
』
第
四
巻
（
評
伝
・
自
伝
篇
）、
沖
縄
タ
イ
ム

ス
社
、
一
九
七
一
年
、
二
二
二
─
二
二
三
頁
）
よ
り
。

ス
社
、
一
九
七
一
年
、
二
二
二
─
二
二
三
頁
）
よ
り
。

245 Ⅳ　分析

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
に
端
を
発
す
る
長
期
不
況
は
、
全
国
の
都
市
と
農
村
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
と
り
わ

け
生
産
基
盤
の
脆
弱
な
沖
縄
県
で
は
、
同
時
期
に
お
い
て
、
主
要
産
業
で
あ
る
砂
糖
の
価
格
暴
落
を
契
機
と
し
た
極
度
の
経
済

難
に
直
面
し
た
。
そ
の
結
果
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
米
な
ど
の
主
食
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
毒
性
の
あ
る
ソ
テ
ツ
を
常
食
と

せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
お
い
て
中
毒
死
者
ま
で
あ
ら
わ
れ
、
ソ
テ
ツ
地
獄
と
称
さ
れ
る
状
況
に
陥
っ
た
。

教
育
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
大
正
新
教
育
の
隆
盛
は
後
退
し
、
生
活
を
直
視
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
く

な
か
で
、
一
九
三
〇
年
頃
よ
り
郷
土
教
育
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
。
郷
土
教
育
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
恐
慌
に
よ

る
農
村
の
疲
弊
状
況
を
背
景
と
し
、
国
（
文
部
省
）
と
民
間
（
郷
土
教
育
連
盟
）
の
双
方
を
大
き
な
担
い
手
と
す
る
。
前
者
は
「
一

九
三
〇
年
、
一
九
三
一
年
に
郷
土
研
究
施
設
費
を
各
師
範
学
校
に
交
付
し
、
一
九
三
二
年
に
師
範
学
校
規
程
地
理
科
に
『
地
方

研
究
』
を
導
入
し
、
郷
士
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ

）
（
（

」、
後
者
は
三
〇
年
に
郷
土
教
育
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
機

関
誌
『
郷
土
』（
一
九
三
一
年
六
月
か
ら
は
『
郷
土
科
学
』
と
改
称
）、『
郷
土
教
育
』（
一
九
三
二
年
四
月
）
が
発
刊
さ
れ
た

）
（
（

。
沖
縄

県
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
三
〇
年
代
を
通
じ
て
多
様
な
郷
土
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
の
沖
縄
県
を
対
象
と
す
る
郷
土
教
育
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
阿
波
根
直
誠
「
沖
縄
の
師
範
学
校
に
お

け
る
「
郷
土
室
」
に
つ
い
て
（
一
）
―
―
沖
縄
県
師
範
学
校
（
男
子
）
の
『
郷
土
資
料
目
録
』
に
関
連
し
て

）
（
（

」、
同
「「
沖
縄
の

師
範
学
校
に
お
け
る
「
郷
土
室
」
に
つ
い
て
（
二
）
―
―
沖
縄
県
女
子
師
範
学
校
の
『
郷
土
資
料
目
録
』
に
関
連
し
て

）
（
（

」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
前
者
は
沖
縄
師
範
学
校
、
後
者
は
沖
縄
女
子
師
範
学
校
（
以
下
、
便
宜
的
に
男
師
、
女
師
と
し
て
略
記
す
る
場
合
が

あ
る
）
を
対
象
と
し
、
沖
縄
県
の
男
女
両
師
範
学
校
で
行
わ
れ
た
郷
土
教
育
に
つ
い
て
、「
郷
土
室
」
の
実
態
と
郷
土
室
に
収

め
ら
れ
た
書
籍
・
資
料
の
目
録
で
あ
る
『
郷
土
資
料
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
・
資
料
な
ど
を
整
理
し
、
そ
の
特
徴
を

２
　
一
九
三
〇
年
代
の
沖
縄
県
に
お
け
る
郷
土
教
育
の
展
開
　

─
小
学
校
地
理
科
に
着
目
し
て

一
　
課
題
と
方
法

①

78

　
　
２
　
童
話
会
と
学
力
考
査
の
件

　
　
　
　
学
力
考
査
は
一
月
廿
七
・
八
日
　
童
話
会
下
旬

　
　
３
　
献
穀
播
種
式
列
出
席
の
件

　
　
　
　
　
場
所
　
美
里
　
時
日
　
十
四
日
午
後
一
時

　
　
　
　
　
児
童
　
五
年
以
上
は
遠
足
、
四
年
以
下
は
授
業
二
時
限
そ
の
後
は
自
由

　
　
４
　
衛
生
研
究
物
の
件
、
至
急
調
査
提
出
の
こ
と

　
　
５
　
地
歴
研
究
会
開
催
の
件

　
　
６
　
低
鉄
棒
設
置
場
所
選
定

　
　
７
　
予
算
資
料
提
出
の
件
　
一
月
二
十
日

　
　
※
大
田
朝
敷
氏
古
希
の
祝
典
紀
念
の
寄
付
金
の
件
　
木
　
月
末
ま
で

【
記
事
19
】
職
員
会
議
（
一
九
三
七
年
一
月
二
八
日
）

昭
和
十
二
年
一
月
廿
八
日
（
木
曜
日
）
職
員
会
議

　
一
　
注
意
事
項

　
　
１
　
昨
部
会
の
訓
話
事
項
を
徹
底
さ
せ
度
い

　
二
　
通
達
事
項

　
　
１
　
教
育
部
会
総
会
開
催
の
件

　
　
　
　
　
三
十
日
午
前
十
時
　
弁
当
持
参

　
　
　
　
　
課
外
指
導
者
は
秘
か
に
然
る
可
き
相
談
を
な
せ

　
　
２
　
優
秀
児
童
考
査
の
件

　
　
　
　
　
三
十
一
日
屋
良
校
　
正
午
か
ら
二
時
間

　
　
　
　
　
学
校
出
発
十
時
頃
、
弁
当
携
帯

　
　
　
　
　
受
持
引
率
の
こ
と
　
受
験
者
の
事
故
あ
る
場
合
は
補
員
を
当
て
る
こ
と

　
　
　
　
　
下
敷
は
無
字
の
も
の
た
る
こ
と

　
　
３
　
農
場
及
校
庭
施
設
品
評
会
開
催
之
件
　
七
月
頃

　
　
　
　
校
庭 

 

教
材 
　
30
　
　
美
化 

30

　
　
　
　
　
　
　
　
体
・
衛 
20
　
　
教
員 

20

　
　
４
　
謄
写
版
用
品
を
郡
一
円
と
し
て
共
同
購
入
の
件

　
　
　
　
　
委
員
附
託

　
　
５
　
用
紙
類
も
郡
一
円
と
し
て
共
同
注
文
を
な
す

　
　
６
　
珠
算
競
技
会
　
七
月
か
九
月
に
変
更
し
て
は

　
　
７
　
手
工
講
習
会
―
農
業
専
科
教
員
、
二
月
中
旬

　
　
８
　
太
田
氏
古
稀
祝
典
へ
の
寄
附
は
二
百
分
の
一
宛

　
　
９
　
県
外
視
察
費
貯
金
―
未
決
　
希
望
者
の
み
　

三
　
学
務
委
員
会
　
二
月
四
日
　
午
前
中
に
宇
久
田
校
　
午
後
　
越
来
校

四
　
社
会
教
化
座
談
会
（
三
日
）
午
後
一
　
越
来
校

　
　
座
談
題
考
究
ノ
事

　
　
小
使
雇
傭
の
件

【
記
事
20
】
職
員
会
記
録
（
一
九
三
七
年
二
月
二
三
日
）

十
二
年
二
月
廿
三
日
（
火
）　
職
員
会
記
録

通
達
事
項

一
　
学
校
予
算
に
就
い
て

大
体
に
於
て
昨
年
度
と
大
差
な
し

職
員
提
出
の
資
料
が
千
五
円
□
□
□

そ
の
中
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
図
書
費
百
二
十
円

物
価
高
騰
の
た
め
節
約
を
要
す

一
　
島
袋
秀
清
先
生
の
事
務
分
掌
　
手
工
主
任
は
島
袋
松
助

②

③

内容見本

田
舎
の
教
員
生
活
は
私
に
と
っ
て
愉
快
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
る
と
、

田
舎
の
教
員
生
活
は
私
に
と
っ
て
愉
快
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
る
と
、

将
来
の
自
分
は
ヨ
ボ
ヨ
ボ
の
老
朽
教
員
に
な
っ
た
姿
で
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
。

将
来
の
自
分
は
ヨ
ボ
ヨ
ボ
の
老
朽
教
員
に
な
っ
た
姿
で
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
。

中
枢
に
い
る
大
和
人
は
い
ば
り
、
沖
縄
出
身
者
は
無
気
力
で
、
年
寄
り
は
何
か
と
い
う
と

中
枢
に
い
る
大
和
人
は
い
ば
り
、
沖
縄
出
身
者
は
無
気
力
で
、
年
寄
り
は
何
か
と
い
う
と

若
い
者
は
過
激
だ
と
口
を
封
じ
た
が
る
。…
…
気
が
滅
入
っ
て
つ
き
あ
い
も
お
っ
く
う
だ
っ
た
。

若
い
者
は
過
激
だ
と
口
を
封
じ
た
が
る
。…
…
気
が
滅
入
っ
て
つ
き
あ
い
も
お
っ
く
う
だ
っ
た
。

…
…
私
の
心
の
中
は
荒
れ
て
い
て
も
、
表
面
は
ま
じ
め
で
勤
勉
実
直
な
教
員
で
い
な
く
て
は

…
…
私
の
心
の
中
は
荒
れ
て
い
て
も
、
表
面
は
ま
じ
め
で
勤
勉
実
直
な
教
員
で
い
な
く
て
は

気
の
す
ま
な
い
自
分
の
性
格
と
き
て
い

気
の
す
ま
な
い
自
分
の
性
格
と
き
て
い
るる＊＊
。。

田
舎
の
教
員
生
活
は
私
に
と
っ
て
愉
快
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
る
と
、

将
来
の
自
分
は
ヨ
ボ
ヨ
ボ
の
老
朽
教
員
に
な
っ
た
姿
で
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
。

中
枢
に
い
る
大
和
人
は
い
ば
り
、
沖
縄
出
身
者
は
無
気
力
で
、
年
寄
り
は
何
か
と
い
う
と

若
い
者
は
過
激
だ
と
口
を
封
じ
た
が
る
。…
…
気
が
滅
入
っ
て
つ
き
あ
い
も
お
っ
く
う
だ
っ
た
。

…
…
私
の
心
の
中
は
荒
れ
て
い
て
も
、
表
面
は
ま
じ
め
で
勤
勉
実
直
な
教
員
で
い
な
く
て
は

気
の
す
ま
な
い
自
分
の
性
格
と
き
て
い
る＊
。

…
…
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
教
育
史
に
か
か
わ
る
研

究
は
…
…
沖
縄
出
身
教
員
の
「
荒
れ
」
の
一
端

で
あ
れ
、
そ
の
心
根
を
深
く
分
析
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
応
答
は
、

み
ず
か
ら
を
ふ
く
め
懐
疑
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

主
要
課
題
と
目
さ
れ
て
き
た
、
教
育
制
度
・
政

策
史
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
視
点
が
お
よ
ぶ
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
…
い
っ

た
い
、
比
嘉
が
体
感
し
た
「
荒
れ
」
は
い
か
に

し
て
醸
成
さ
れ
た
の
か
、
史
料
的
根
拠
を
と
も

な
い
つ
つ
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
記
述
で
き
る

の
か
。
近
代
沖
縄
に
お
け
る
学
校
と
教
育
に
つ

い
て
の
あ
ら
た
な
歴
史
像
を
描
き
出
す
こ
と
で
、

本
書
は
こ
の
課
題
に
向
き
あ
う
。

　
―
― （
本
書
「
は
じ
め
に
」）

＊
引
用
は
比
嘉
春
潮
「
年
月
と
と
も
に
」（『
比
嘉
春
潮

全
集
』
第
四
巻
（
評
伝
・
自
伝
篇
）、
沖
縄
タ
イ
ム

ス
社
、
一
九
七
一
年
、
二
二
二
─
二
二
三
頁
）
よ
り
。

①萩原真美「1930年代の沖縄県における郷土教育の展
開：小学校地理科に着目して」（245頁）。

②本書Ⅲ「喜舎場英勝史料」の「１ 校務関係史料」には
職員会儀、運動会をはじめとする学校行事、地域懇談
会など、96点の史料を翻刻で収録。下は「記事19　職
員会議（1937年１月28日）」「記事20　職員会記録（1937
年２月23日）」など（78頁）。

③上は『第16区国民学校研究会案内』（登野城国民学校、
1942年10月）の冒頭頁。これら６点の史料は影印版に
て収録した。

喜舎場が1930年代に勤務した宇久田尋常高等小学校（沖縄島）の様子
（同校発行『昭和12年３月　卒業記念帳』。喜舎場紀氏所蔵）

中
頭
郡
教
育
会
編
『
沖
縄
県
中
頭
郡
学
事
案
内
』

（
１
９
１
１
年
、
横
内
家
文
書
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）

は
じ
め
に
／
凡
例

Ⅰ　
構　
想�

（
藤
澤
健
一
）

一
　
本
書
の
目
的
─
喜
舎
場
英
勝
史
料
の

推
進
力
／
二
　
史
料
論
か
ら
み
た
本
書
の

位
置
と
意
義
／
三
　
本
書
の
構
成

Ⅱ　

�

喜
舎
場
英
勝
の
教
職
歴
と
そ
の

活
動
─
喜
舎
場
英
勝
史
料
の
基
盤

と
し
て�

（
近
藤
健
一
郎
）

は
じ
め
に
／
一
　
教
員
に
な
る
／
二
　
与

那
国
へ
／
三
　
中
頭
へ
／
四
　
ふ
た
た
び

石
垣
へ
／
五
　
行
政
職
に
／
六
　
白
保
中

学
校
長
に
、
そ
し
て
強
い
ら
れ
た
退
職
／

お
わ
り
に
─
教
職
退
職
後
の
こ
と

Ⅲ　
喜
舎
場
英
勝
史
料

史
料
（
翻
刻
・
復
刻
）
凡
例
／
一
　
校
務

関
係
史
料
／
二
　
喜
舎
場
英
勝
「
研
究
訓

導
派
遣
願
」
一
九
三
七
年
八
月
／
三
　
黒

島
尋
常
高
等
小
学
校
『
学
校
経
営
案
』
一

九
三
八
年
／
四
　
沖
縄
県
師
範
学
校
『
第

二
十
八
回
初
等
教
育
研
究
会
案
内
』
一
九

三
九
年
／
五
　
登
野
城
国
民
学
校
『
第
十

六
区
国
民
学
校
研
究
会
案
内
』
一
九
四
二

年
、
石
垣
国
民
学
校
『
第
十
七
区
県
指
定

研
究
会
案
内
』
一
九
四
三
年
／
六
　
石
垣

国
民
学
校
「
県
民
運
動
　
標
準
語
並
礼
法

励
行
」

Ⅳ　
分　
析

１　

�

近
代
沖
縄
の
郡
市
に
お
け
る
教
員
の
組

織
化
過
程
―
―
隣
校
研
究
会
は
い
か
に
運

営
さ
れ
た
の
か�

（
藤
澤
健
一
）

一
　
課
題
と
方
法
／
二
　
波
及
性
─

中
頭
郡
を
事
例
と
し
て
／
三
　
役
職
者
／

四
　
財
政
的
根
拠
／
五
　
結
論
と
課
題

２　

�

一
九
三
〇
年
代
の
沖
縄
県
に
お
け
る
郷

土
教
育
の
展
開
―
―
小
学
校
地
理
科
に
着

目
し
て�

（
萩
原
真
美
）

一
　
課
題
と
方
法
／
二
　
郷
土
教
育
の

展
開
／
三
　
沖
縄
師
範
学
校
地
理
科
に

お
け
る
郷
土
教
育
／
四
　
小
学
校
地
理

科
に
お
け
る
郷
土
教
育
／
五
　
結
論
と

課
題

お
わ
り
に
／
付
録
（
喜
舎
場
英
勝
史
料
一
覧
〔
抄
録
〕／
学

校
沿
革
誌
・
戦
前
期
刊
行
の
学
校
記
念
誌
一
覧
／
参
考
文

献
一
覧
）／
人
名
・
事
項
索
引


